
島 根 県 報
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島根県立短期大学条例施行規則（平成�年島根県規則第��号）第��条第�項の規定により島根県立島根女子短期大学学

則が改正され、島根県立島根女子短期大学長から届出があったので、同条第�項の規定により次のとおり告示する。

平成��年�月��日

島根県知事 澄 田 信 義

島根県立島根女子短期大学学則の一部を次のように改正する。

目次中「第�章 入学検定料、入学料及び授業料（第	
条）」を「第�章 入学検定料、入学料及び授業料等（第	


条）」に改める。

第�条第�項第�号中「学年始休業日 �月�日から�月��日まで」を「春季休業日 
月��日から�月�日まで」に

改め、同条第�項を削る。

「第�章 入学検定料、入学料及び授業料」を「第�章 入学検定料、入学料及び授業料等」に改める。

第	
条を次のように改める。

本学の入学検定料、入学料、授業料その他の費用について必要な事項は、別に定める。

第	�条中「学長」の次に「、副学長」を加え、「助教授」を「准教授」に改め、「講師」の次に「、助教」を加える。

第	�条中第�項を削る。

第���

号 平成��年�月��日 (�)

� �

� �

島根県立島根女子短期大学学則の一部改正 （総 務 課） �

島根県立看護短期大学の学則の一部改正の届出 （ 〃 ） �

島根県立大学の学則の一部改正の届出 （ 〃 ） �

島根県立大学大学院の学則の一部改正の届出 （ 〃 ） 


ヨーネ病の発生 （農畜産振興課） �

県営土地改良事業の工事の完了 （農 村 整 備 課） �

地域森林計画の樹立 （森 林 整 備 課） �

地域森林計画の変更 （ 〃 ） �

保安林予定森林 （ 〃 ） �

地籍調査の成果の認証 （用 地 対 策 課） �


 �

公共測量の終了 （用 地 対 策 課） �

開発行為に関する工事の完了 （都 市 計 画 課） �

都市計画の変更案の縦覧 （下水道推進課） �

島根県松江警察署放置車両確認事務業務委託に係る総合評価一般競争入札の落札 （警 察 本 部） �

者等
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平成��年�月��日 (金)
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(毎週火・金曜日発行)
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島 根 県 報

第��条第�項中「学長」の次に「、副学長」を加え、「助教授」を「准教授」に、「専任の講師及び助手」を「専任の

講師、助教及び専任の助手」に改める。

第��条第�項各号を次のように改める。

� 教育課程、授業その他教育一般に関すること。

� 学生の入学、卒業又は課程の修了その他学生の在籍に関すること｡

� 学位の授与に関すること｡

� 教員の採用に係る選考（推薦）に関すること｡

� その他学長が定める教育研究に関する重要事項に関すること｡

第��条を次のように改める。

���� 削除

� �

この学則は、平成��年�月�日から施行する。

��	
���
�

島根県立短期大学条例施行規則（平成	年島根県規則第
�号）第��条第�項の規定により島根県立看護短期大学学則が

改正され、島根県立看護短期大学長から届出があったので、同条第�項の規定により次のとおり告示する。

平成��年�月�
日

島根県知事 澄 田 信 義

島根県立看護短期大学学則の一部を次のように改正する。

第�条第�項第�号中「
月�
日」を「
月��日」に改め、同項第	号中「�月�日」を「�月��日」に改め、同項第

�号中「�
月
�日」を「�
月
�日」に、「�月�日」を「�月��日」に改める。

第
�条を次のように改める。

本学の入学検定料、入学料、授業料その他の費用について必要な事項は、別に定める。

第
�条中「学長」の次に「、副学長」を加え、「助教授」を「准教授」に改め、「講師」の次に「、助教」を加える。

第��条を次のように改める。

���� 削除

第�
条第�項中「客員教授として置く」を「客員教授として置くことができる」に改め、同条第�項を削る。

第��条第�項中「学長」の次に「、副学長」を加え、同条第
項中「助教授」を「准教授、」に改め、「専任の講師」

の次に「及び助教」を加え、同条第�項を次のように改める。

� 教育課程、授業その他教育一般に関すること。

� 学生の入学、卒業又は課程の修了その他学生の在籍に関すること｡

� 学位の授与に関すること｡

� 教員の採用に係る選考（推薦）に関すること｡

� その他学長が定める教育研究に関する重要事項に関すること｡

第��条を次のように改める。

���� 削除

第��条中「教授会の議を経て」を削る。

� �

この学則は、平成��年�月�日から施行する。

��	
�����

第�����号 平成��年�月�
日(
)



島 根 県 報

島根県立大学条例施行規則（平成��年島根県規則第��号）第��条第�項の規定により島根県立大学学則が改正され、島

根県立大学長から届出があったので、同条第�項の規定により次のとおり告示する。

平成��年�月��日

島根県知事 澄 田 信 義

島根県立大学学則の一部を次のように改正する。

目次を次のように改める。

目次

第�章 総則（第�条）

第�章 組織（第�条－第�条）

第	章 職員組織（第
条－第�条）

第�章 学年、学期及び休業日（第�
条－第��条）

第�章 修業年限及び在学年限（第��条・第��条）

第
章 入学、編入学、退学、転学、留学、休学等（第��条－第��条）

第�章 授業科目、履修方法等（第�
条－第��条）

第�章 卒業（第��条－第��条）

第�章 科目等履修生、聴講生、特別聴講学生、研究生等（第��条－第��条）

第�
章 賞罰（第��条・第��条）

第��章 福利厚生施設（第�
条）

第��章 入学検定料、入学料、授業料及び学生寮使用料（第��条）

第��章 開放事業（第��条）

第��章 自己点検・評価（第��条）

第��章 雑則（第��条）

第�条を削り、第�条を第�条とし、第	条を第�条とし、第�条の�を第	条とする。

第	章の章名中「職員組織」を「職員組織等」に改める。

第
条第�項を次のように改める。

本学に学長、副学長、学部長、教授、准教授及び事務職員を置く。

第
条第�項中「副学長」を「講師、助教、助手」に改める。

第�条から第��条までを削る。

「第�章 参与、客員教授等」を削る。

第��条及び第��条を削る。

第��条中「助教授若しくは講師」を「准教授、講師若しくは助教」に改め、同条を第�条とする。

第��条を第�条とする。

第�
条中「助教授又は講師」を「准教授、助教授､ 講師又は助教」に改め、同条を第�条とする。

第�章を削る。

第
章中第��条を第�
条とし、第��条を第��条とし、第��条を第��条とし、同章を第�章とする。

第�章中第��条を第��条とする。

第��条中「第��条から第��条」を「第�
条から第��条まで」に、「第��条」を「第��条」に改め、同条を第��条とす

る。

第�章を第�章とする。

第�章中第�
条を第��条とし、第��条から第�
条までを��条ずつ繰り上げる。

第��条第�項中「第��条」を「第��条」に改め、同条を第��条とする。

第��条第�項中「第��条」を「第��条」に改め、同条を第��条とする。

第��条を第��条とする。

第�����号 平成��年�月��日 (�)



島 根 県 報

第��条第�号中「第��条」を「第��条」に改め、同条第�号中「第��条第�項」を「第��条第�項」に改め、同条を第

��条とする。

第�章を第	章とする。

第
章中第��条を第�
条とする。

第��条中「第��条第�項」を「第��条第�項」に改め、同条を第��条とする。

第��条を第��条とし、第��条を第��条とする。

第��条第�項中「第��条」を「第��条」に改め、同条を第��条とする。

第�
条を第��条とし、第��条を第��条とし、第��条を第��条とする。

第
章を第�章とする。

第��条中「第��条から第��条」を「第�
条から第��条」に、「第��条」を「第��条」に改め、第�
章中同条を第��条と

する。

第��条の�を第��条とし、第��条を第�
条とし、第��条を第��条とし、第��条を第��条とする。

第�
章を第�章とする。

第��章中第��条を第��条とし、第��条から第��条までを��条ずつ繰り上げ、同章を第
章とする。

第��章中第��条を第��条とし、第��条を第��条とし、同章を第�
章とする。

第��章中第��条を第�
条とし、同章を第��章とする。

第��条中「島根県立大学条例（平成��年島根県条例第��号）の定めるところによる。」を「必要な事項は別に定め

る。」に改め、第��章中同条を第��条とする。

第��章を第��章とする。

第��章中第��条を第��条とし、同章を第��章とする。

第��章中第��条を第��条とし、同章を第��章とする。

第��章中第��条を第��条とし、同章を第��章とする。

� �

この学則は、平成��年�月�日から施行する。

������	
�

島根県立大学条例施行規則（平成��年島根県規則第��号）第��条第�項の規定により島根県立大学大学院学則が改正さ

れ、島根県立大学長から届出があったので、同条第�項の規定により次のとおり告示する。

平成��年�月��日

島根県知事 澄 田 信 義

島根県立大学大学院学則の一部を次のように改正する。

目次を次のように改める。

目次

第�章 総則（第�条）

第�章 組織（第�条・第�条）

第�章 職員組織（第�条）

第�章 修業年限及び在学年限（第�条・第	条）

第�章 入学、再入学及び進学（第�条－第�
条）

第	章 教育方法、授業科目、履修方法等（第��条－第��条）

第�章 修了及び学位（第��条－第�
条）

第�章 特別研究学生（第��条）

第
章 雑則（第��条・第��条）

第�����号 平成��年�月��日(�)



島 根 県 報

附則

第�条中「第�条の�」を「第�条」に改める。

第�条中「、助教授、講師、助手、その他の職員」を「及び准教授」に改め、同条に次の�項を加える。

� 本学大学院に、前項に規定するもののほか、必要に応じ講師、助教、助手その他必要な職員を置くことができる。

第�条を削る。

第�章を削る。

第�章中第�条を第�条とする。

第�条中「第�	条」を「第�条」に、「第��条」を「第
条」に改め、同条を第�条とする。

第�章を第�章とする。

第�章中第
条を第�条とし、第�	条から第��条までを�条ずつ繰り上げ、同章を第�章とする。

第�章中第�
条を第��条とし、第��条から第��条までを�条ずつ繰り上げる。

第��条第�項中「第��条」を「第��条」に改め、同条第�項中「第��条」を「第��条」に、「第��条」を「第��条」に

改め、同条を第��条とする。

第��条を第��条とし、第��条を第��条とする。

第�章を第�章とする。

第�	条第�項中「第�	条」を「第�条」に、「第��条」を「第
条」に改め、第�章中同条を第��条とする。

第��条を第��条とし、第��条を第�	条とする。

第�章を第�章とする。

第
章中第�
条を第��条とし、同章を第�章とする。

第��条中「第��条、第��条、第�章、第�章（第
�条、第
�条から第
�条を除く。）、第
章（第��条、第��条及び第

��条から第��条を除く。）、第��章（第��条を除く。）、第��章、第��章、第��章及び第��章」を「第�条、第�条、第

�章、第�章（第��条及び第�	条から第�
条までを除く。）、第�章（第
	条、第
�条及び第

条から第
�条までを除

く。）、第
章（第��条を除く。）、第�	章、第��章、第�
章及び第��章」に改め、同条の表第�	条の項中「第�	条」を

「第��条」に改め、同表第��条第�項の項中「第��条第�項」を「第��条第�項」に改め、同表第��条第�項の項中「第

�
条」を「第
�条」に、「第�	条」を「第��条」に改め、同表第��条第�項の項中「第��条第�項」を「第��条第�項」

に改め、同表第��条第�項の項中「第��条」を「第��条」に、「第�条」を「第�条」に改め、同表第�
条の項中「第�


条」を「第��条」に、「第��条」を「第��条」に改め、同表第��条第�項第�号の項中「第��条第�項」を「第��条第�

項」に改め、同表第��条の項中「第��条」を「第��条」に改め、同表第�
条第�項の項中「第�
条第�項」を「第��条第

�項」に改め、第�	章中同条を第��条とする。

第��条を第�
条とする。

第�	章を第
章とする。

� �

この学則は、平成��年�月�日から施行する。

������	
�

ヨーネ病が発生したので、家畜伝染病予防法（昭和��年法律第���号）第�
条第�項の規定により次のとおり告示す

る。

平成��年�月��日

島根県知事 澄 田 信 義

第�����号 平成��年�月��日 (�)



島 根 県 報

��������	

次に掲げる県営土地改良事業の工事は完了したので、土地改良法（昭和��年法律第���号）第���条の�第�項の規定に

より告示する。

平成��年	月��日

島根県知事 澄 田 信 義

��������	

森林法（昭和�
年法律第���号）第�条第	項の規定により地域森林計画を樹立したので、同法第�条第�項の規定に

より公表し、関係書類を縦覧に供する。

平成��年	月��日

島根県知事 澄 田 信 義

�������
	

森林法（昭和�
年法律第���号）第�条第
項の規定により地域森林計画を変更したので、同法第�条第�項の規定に

より公表し、関係書類を縦覧に供する。

平成��年	月��日

島根県知事 澄 田 信 義

第�����号 平成��年	月��日(
)

家畜伝染病の種類
家畜の
種類

生年月日 発生頭数 発生場所 発生年月日
その他参考となる
べき事項

ヨーネ病（患畜） 牛 平成��年��月��日 	頭 出雲市 平成��年��月��日 ホルスタイン

事 業 名 完了年月日

簸川西地区農道事業（県営農林漁業用揮発油税財源身替農道整備事業） 平成��年��月��日

森林計画区の名称 縦覧に供する関係書類の名称 縦 覧 場 所

隠岐森林計画区（隠岐郡一円）
隠岐地域森林計画書

森林計画図

島根県農林水産部森林整備課

島根県隠岐支庁

森林計画区の名称 縦覧に供する関係書類の名称 縦 覧 場 所

斐伊川森林計画区

（松江市、出雲市、安来市、雲南市、八

束郡、仁多郡、飯石郡、簸川郡一円）

斐伊川地域森林計画書

島根県農林水産部森林整備課

島根県東部農林振興センター

島根県東部農林振興センター雲南事務所

島根県東部農林振興センター出雲事務所

江の川下流森林計画区

（浜田市、江津市、大田市及び邑智郡一

円）

江の川下流地域森林計画書

島根県農林水産部森林整備課

島根県西部農林振興センター

島根県西部農林振興センター県央事務所



島 根 県 報

��������	

次の森林を保安林予定森林にする旨の通知を受けたから、森林法（昭和��年法律第���号）第��条の規定により告示す

る。

平成��年�月��日

島根県知事 澄 田 信 義

� 保安林予定森林の所在場所

邑智郡美郷町志君���、���、���、���、	��－�、	��、	��－
、	��－�、	��－�、	��


 指定の目的

水源のかん養

� 指定施業要件

� 立木の伐採の方法

ア 主伐に係る伐採種は、定めない。

イ 主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の所在する市町村に係る市町村森林整備計画で定める標準

伐期齢以上のものとする。

ウ 間伐に係る森林は、次のとおりとする。

� 立木の伐採の限度並びに植栽の方法・期間及び樹種 次のとおりとする。

（「次のとおり」は、省略し、その関係書類を島根県庁及び美郷町役場に備え置いて縦覧に供する。）

�������
	

国土調査法（昭和��年法律第���号）第��条第
項の規定に基づき、地籍調査の成果を次のとおり認証したので、同条

第
項の規定により告示する。

平成��年�月��日

島根県知事 澄 田 信 義

� �

測量法（昭和��年法律第���号）第��条において準用する同法第��条第
項の規定により、次の公共測量は、平成��年

��月�	日に終了した旨国土交通省中国地方整備局松江国道事務所長から通知を受けたので、同法第��条において準用する

同法第��条第�項の規定により公告する。

平成��年�月��日

島根県知事 澄 田 信 義

第�����号 平成��年�月��日 (�)

高津川森林計画区

（益田市及び鹿足郡一円）
高津川地域森林計画書

島根県農林水産部森林整備課

島根県西部農林振興センター

島根県西部農林振興センター益田事務所

調査を行っ
た者の名称

調査を行った時期
成 果 の 名 称

調査を行った地域 認証年月日
地 籍 図 地 籍 簿

飯南町 平成�	年度～��年度 ��枚 �冊 長谷
 平成��年��月��日

飯南町 平成��年度～��年度 ��枚 �冊 獅子� 平成��年��月��日



島 根 県 報

� 作業種類

公共測量（基準点測量・水準測量）

� 作業期間

平成��年�月��日から平成��年��月	�日まで


 作業地域

出雲市多伎町・大田市朝山町

次の開発行為に関する工事が完了したので、都市計画法（昭和�	年法律第���号）第	�条第
項の規定により公告す

る。

平成�
年�月��日

島根県知事 澄 田 信 義

� 開発区域

安来市宇賀荘町字神明����番� 外�筆

面積 		���
平方メートル

� 開発許可を受けた者の住所及び氏名

安来市吉岡町��番地

祖田 義広

都市計画法（昭和�	年法律第���号）第��条第�項において準用する同法第��条第�項の規定により、都市計画を変更

しようとするので、同法第��条第�項において準用する同法第��条第�項の規定により次のとおり公告し、当該都市計画

の案を公衆の縦覧に供する。

なお、当該都市計画の案について、縦覧の期間満了の日までに意見書を提出することができる。

平成�
年�月��日

島根県知事 澄 田 信 義

� 都市計画の種類

松江圏都市計画及び広瀬都市計画下水道

� 都市計画を変更する土地の区域

松江市玉湯町布志名地内


 都市計画の案の縦覧場所

島根県土木部下水道推進課及び松江市役所

� 縦覧期間

平成�
年�月��日から平成�
年�月�
日まで（土曜日、日曜日及び祝祭日を除く。）

次のとおり総合評価一般競争入札により落札者を決定したので、公告する。

平成�
年�月��日

島根県警察本部長 山 田 幸 孝

� 名称

島根県松江警察署放置車両確認事務委託業務

� 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地

島根県警察本部警務部会計課 島根県松江市殿町�番地�

第�����号 平成�
年�月��日(�)



島 根 県 報

� 落札者を決定した日

平成��年��月��日

� 落札者の氏名及び住所並びに評価点

株式会社コアズ 松江支社

松江市伊勢宮町���番地�号

評価点 �	
�点

� 落札金額

���
������円

� 契約の相手方を決定した手続

総合評価一般競争入札

第���

号 平成��年�月��日 (�)



平成��年�月��日 印刷
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